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射前，及び照射後，更lと妊娠中毒症の場合について
も今後研究を進めていくつもりである。又 I131ーベ
シガルロ{ず使用による肝機能検査も今後行って見
たいと思っている。
17.吾が教室に於ける脳下垂体照射の統計的観察
村田翠，熱田英堆
宮崎静一，和賀井達
人見一郎(産婦人科)
1983. C. G. Hartman及び c.Smithは猿に就
てー側のレユ/トゲン線量 60~400 rを以って脳下垂
体を照射したところ無排卵の動物に於ても何等有害
な障害作用を残さず全例の 13!L.排卵及び妊娠させ
る事が出来た。
わが国に於ては安井等が 1934年に初めて産婦人
科疾患の治療に脳下垂体の「レJ線照射を応用しそ
の卓効ある事を報告しその後多くの追試者lとより同 
様の効果が確認さる。
作用機序: 間脳照射は間脳視丘下にある自律神
経の調節中枢を照射刺激する事により中枢に複雑な 
愛化を生じ前葉機能を充進し前葉内分泌は他の内分
泌系民作用，或は直接的に他臓器に刺激を伝達し逆
に間脳に作用し失調状態の諸臓器機能を調整して 
Hormon-ba lanceを快復し臨床効果を現わす。 
18.過長瞬帯について
堀敬明，斎藤友宏
稲葉博満，田村良男
王真麗〈産婦人科)
過長隣帯の頻度は極めて小なるも，乙のもの〉脱
垂，巻絡を起す頻度極めて大なるため，分娩遷延，
ひいては胎児死亡の原因となる。瞬帯の長さは普通
妊娠未期にて 50~60cm と云われて居り，当教室の
昭和 33年度の分娩 599例についての平均値は 57 
cmであった。当教室における過長瞬帯例は過去 8 
年間の分娩数 3556例中 6例であった。当教室で経， 
験した最高は 150cmであるが，他の人.の報告では
最高 300cm (Schneider) となっている。次いで
巻絡との関係は，当教室 2年間の分娩 1415例中巻
絡 64例 (4.4%)に対し，過長隣帯 2例中 1例 (50
%)にて非常に高頻度を示している。経験せる症例
は30才初産婦にて満期産にて瞬帯の長さ 102cm巻
絡 4回を示していた。 
19.正常妊婦並びに習慣性流産を惹起し易き妊婦
の一日尿中ビタミン B1排j世量並びに負荷試 
験による排j世量について
玉川勝郎，浅井恒宏，森真治
草壁多子(産婦人科)
妊娠時の新陳代謝の~化については種々の方向か
ら検討が加えられているがピタミシ代謝に関しては 
現在は未だ充分とはいえない状況である。特Iと私は
妊婦に不足し易いと言われるピタミy'81について
検討した。検査対照として選定したのは昭和 33年 
8月以降夷隅郡国吉病院産婦人科外来，入院した妊 
婦 198名である。
一日尿中ピタミソ 81排世量については妊娠初期
児明らかに低く ，7カ月に最高値を示している。然
し対照値に比較すればなお低値を示している。負荷
試験においても同様の経過をたどっている。習慣性
流産の一日尿中ピタミy'81量は一般妊婦の最低値
を更に下廻る値を示している。以上妊婦のピタミ Y
81は欠乏状態にありこの時期のピタミ y'81の積極
的補給は意義があると思う。
，20.正常並びに異常妊娠に於ける胎盤中の Ca，
Mg量の消長について
塩田昭夫，今関治邦
今西綾子(産婦人科〉 
1) 吾々は人胎盤の Ca，Mg量について生理的
病的要因の基に研究し現在まで 48例の成熟未熟正
常異常胎盤について柳沢氏法により検索した。 
2) 正常成熟含血人胎盤にては Ca量は 47.8mg 
%総合量は 250.5mgで Mg量は 8.74mg%総合量
は46.15mgであった。 
:3) 成熟異常含血人胎盤にては Ca量は中毒症 
83.6mg%子滴 101.6mg%で前者よりは著明に多
く Mg量は 6.16mg%で前者よりは明らかに少
い。
4) 未熟胎盤については各月数lとより異なるが 
Ca，Mg共にほ Y月数l乙比して増加する傾向がある
が症例が少いので今後の研究に期待したいと思う。
21.肺切除術後血胸成因に対するヒスタミンの意 
襲
。石 JI! 昌，林道之，望月秀男
松本三郎，大多和寿一，小林 清
和頴秀岳，鈴木秀夫，野原 宏
高岩清彦，水烏川和美，山野 元
大塚輝男，香田真一(第一外科)
肺切除術後血胸の成因を血管性因子の商から検討
l
